




















研究の要約

昭和 55 年に発表された「離乳食の基本」(厚生省研究班)を、現代にマッチした離乳食を

作る際の目安になるように修整する目的で本研究を行なった。現代にマッチした離乳食の

基本案を作製するために、4 名の研究協力者が各自で行なったアンケート調査のデータを

資料とした。また、平成 6年度に改訂予定の栄養所要量、特に蛋白質を重視し、これを月

齢別栄養所要量の算出の基礎とした。その結果、5 ヵ月の蛋白所要量は 1 日当たり

2.6g/kg(従来は 3.0/kg)、12ヵ月が 2.8g/kg となだらかな上昇カーブとなり離乳食作製上

無理がなくなった。生後 9 ヵ月以降はフォローアップミルクと育児用粉乳を用いた際の

各々の摂取量の目安を示し、牛乳は 12 ヵ月以前には投与しないことを原則とした。離乳

食の完了は 12 ヵ月から 18 ヵ月と巾を持たせた。

上記の基本方針と資料および原則を基に、現代にマッチした離乳食の基本案を作製した。


